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愛大豊橋校舎で

政
治
学
者
の
ラ
ミ
ス
さ
ん
講
演

「基
地
と
憲
法
」
を
テ

ー
マ
に
し
た
、
政
治
学
者

ダ
グ
ラ
ス

・
ラ
ミ
ス
さ
ん

の
講
演
が
１９
日
、
愛
知
大

学
豊
橋
キ
ャ
ン
パ
ス
記
念

会
館
で
あ
り
、
ラ
ミ
ス
さ

ん
は

「米
軍
基
地
移
設
問

題
は
沖
縄
県
だ
け
で
な
く

日
本
の
問
題
」
と
本
質
的

な
理
解
を
求
め
た
。

金
子
勝
氏

（立
正
大
学

法
学
部
教
授
）
の
第
１３
回

「憲
法
講
座
」
で
、
同
実

行
委
員
会
、
愛
知
大
学
九

条
の
会
主
催
の
イ

ベ
ン

ト
。
約
２
０
０
人
の
市
民

ら
が
参
加
し
、
米
軍
基
地

問
題
を
中
心
に
憲
法
や
国

の
あ
り
方
な
ど
考
え
た
。

ラ
ミ
ス
さ
ん
は
、
■
９

６
０
年
、
海
兵
隊
員
と
し

て
沖
縄
に
駐
留
。
６‐
年
の

除
隊
後
は
関
西
に
住
み
な

が
ら

″
べ
平
連
″
の

一
員

と
し
て
平
和
運
動
に
取
り

組
む
。
８０
年
、
津
田
塾
大

教
授
、
２
０
０
０
年
か
ら

は
沖
縄
国
際
大
非
常
勤
講

師
を
務
め
る
傍
ら
、
執
筆

や
講
演
痺部
を
管
つ
。
現

在
、
沖
縄
在
住
。

講
演
で
、
ラ
ミ
ス
さ
ん

は

「沖
縄
で
は
十
数
年
前

ま
で

『
米
軍
基
地
の
県
外

移
設
』
は
タ
プ
ー
だ
っ
た

が
、
今
は
賛
成

・
反
対
に

し
ろ
考
え
な
け
れ
ば
い
け

な
い
議
論
の
ど
真
ん
中
に

き
て
い
る
」
と
強
調
。

そ
の
上
で

「沖
縄
は
言

っ
て
み
れ
ば
ア
メ
リ
カ
と

日
本
か
ら
二
重
の
植
民
地

的
な
扱

い
を
受
け
て
い

る
。
日
本
全
体
の
問
題
と

し
て
米
軍
基
地
移
設
に
対

し
て
真
剣
に
ど
う
応
え
る

か
だ
」
と
力
を
込
め
た
。

一
方
、
沖
縄
県
が
戦
略

的
な
防
衛
の
要
と
さ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
、

「仮

想
敵
を
北
朝
鮮
や
中
国
と

す
る
な
ら
ば
地
理
的
に
は

九
州
で
あ
り
違
う
。
あ
く

ま
で
も
政
治
的
な
要
」
と

指
摘
。

そ
れ
ら
を
踏
ま
え

「ほ

と
ん
ど
の
人
が
安
保
条
約

も
憲
法
９
条
も
欲
し
い
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
矛
盾

に
沖
縄

公
要
石
）
を
当
て

は
め
る
と
ア
ト
チ
橋
の
よ

う
に
倒
れ
な
い
。
こ
れ
が

今
の
状
態
」と
解
説
し
た
。

ま
た
、
同
日
は
金
子
氏

と
の
対
談
も
あ
り
、
金
子

氏
は

「な
ぜ
基
地
移
設
が

盛
り
上
が
ら
な
い
の
か
」

と
質
問
。
一マ
ミ
ス
さ
ん
は

「自
分
の
家
の
近
く
に
来

て
欲
し
く
な
い
と
い
う
こ

と
¨
ま
さ
に
植
民
地
的
な

発
想
で
あ
り
、
そ
の
点
、

沖
縄
県
民
が
差
別
だ
と
感

じ
て
い
る
」
と
説
明
し
た

そ
こ
で

「米
軍
基
地
移

設
問
題
の
議
論
が
盛
り
上

が
ら
な
い
本
当
の
動
機
を

自
分
の
心
に
聞
い
て
欲
し

い
」
と
も
訴
え
た
。

（杉
森
秀
房
）

講
演
す
る
ラ
ミ
ス
さ

ん
――
愛
知
大
学
豊
橋

キ
ャ
ン
バ
ス
で


